
大正 9年 鹿児島県立土地利用研究地として創立
昭和39年 鹿屋支場附属農業機械化実験農場を創設（細山田）
〃 47年 鹿児島県農業試験場大隅支場と改称し現在地に移転
〃 48年 本館新築落成

平成15年 農業機械研修部門を鹿児島県立農業大学校に移管
〃18年 農業開発総合センター発足

令和 4年 農機研究室を農業開発総合センター園芸作物部に移管

農業開発総合センター 大隅支場の概要
令和５年４月現在

鹿屋市串良町細山田4938番地

１ 所在地

３ 沿 革

４ 組織及び職員数

◇支場長 1名
〔研究職 1名〕

◇総務室 2名
〔事務職 2名〕

◇園芸作物研究室 11名
〔研究職 6名〕〔労務職 5名うち

短時間職1名〕
◇環境研究室 4名
〔研究職 2名〕
〔労務職 2名〕

◆合計 18 名
〔事務2名 研究9名 労務7名〕

◇会計年度任用職員
〔技術補助員 3名〕
〔補助事務員 1名〕
〔補助作業員 16名〕

５ 施設概要

◆敷地面積 309,280㎡
・建物面積 8,629㎡
（本館1棟，機械格納庫等4棟，
調査室等5棟，その他34棟）

・ほ場面積 240,816 ㎡
・施設面積 1,124㎡（ガラス室7棟

ほか）
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２ 分掌事務

「地域の特殊性を生かした農業試験研究及び調査」（県行政組織規則）

管内概況：本県は黒ボク土壌を主とする広大な畑地帯（耕地面積約116千
haのうち79千haが畑）を有し，北海道に次ぐ畑作農業地帯
所管行政重点事項：本県畑作農業振興のため，生産性の向上や安定生
産，安心・安全な食料供給に向けた畑作農業新技術開発を行う



◇ 生産力・経営力を
強化するための研究

・サツマイモ基腐病防除技術の確立
・バレイショの新品種育成，原原種生産
・サツマイモ，畑作物，野菜の品種選定試験
・畑作物，露地野菜の機械化生産システム技術の確立

◇ スマート農業の実
現に向けた次世代
農業技術の開発

・大規模露地野菜経営体のためのIoTによる畑かん高度利用技術開発
・ドローン空撮画像によるキャベツの収穫順位予測
・野菜栽培管理用除草ロボットの開発

◇ 県産農畜産物の
高付加価値化による
競争力強化を図るた
めの研究

・加工業務用野菜の生産技術確立
・サツマイモ・バレイショの用途別高品質・安定生産技術の確立
・露地野菜の高品質生産安定技術確立と新作型の開発
・新規需要を創出する加工・業務用野菜の生産技術の開発
・「稼ぐ力」を引き出す輸出品目の生産技術の確立

◇ 持続可能な農業と
地域資源の活用に
対応した研究

・地域資源の有効活用に向けた施肥技術の確立
・持続的な施肥管理技術の確立
・畑作病害虫のIPM技術及び露地野菜等の体系防除技術の確立

６ 主な研究内容

７ これまでの成果等

露地野菜における生態系を
利用した防除技術開発

サツマイモ基腐病に対する
ドローンによる防除
（土壌処理剤）

地域未利用資源の有効利
用による施肥試験

カボチャをマルチ下に植える
と，春の凍霜害，強風害を軽
減できる

溝切器

×

原料用サツマイモ「みちしずく」：

基腐病抵抗性が「シロユタカ」よ
り強い

青果・加工用向け品種「べに
まさり」：基腐病抵抗性が「ベ
ニサツマ」より強い


